






































症で UST 投与を一旦中止したが，UST 投与再
開により消化管粘膜の状態改善と共に抗白血病









れた．2002 年に CD による消化管狭窄により
急性前骨髄性白血病を発症したクローン病の一例
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し 7 月には 200 まで低下した．その後，汎血球
減少となり，末梢血に骨髄芽球細胞を認め，白
血病が疑われて当院血液内科に紹介・入院した．
　入院時現症：身長 165 cm, 体重　48 kg, 心拍
数　91 /min, 体重 37.3 ℃，腹部に自発痛、圧
痛は認められなかった．
入院時検査所見
　血液検査所見：WBC 2000 / μｌ , Neut 18.0 
%，Lym 28.0 %，Myeloblast 4.5 %，RBC 2.60 
× 106 / μ l, Hb 8.3 g /dl, Ht 24.6 %,  PLT 23
× 103 / μ l, PT 53.7 %, TP 7.4 g/ml, Alb 3.4 
g/ml, Na 142 mEq/l, K 2.6 mEq/l, Cl 101 
mEq/l, CRP 2.47 mg/dl, BUN 8.3 mg/dl, CRE 
0.81 mg/dl, T-Bil 0.4 mg/dl, D-Bil 0.2 mg/dl, 
AST 16 IU/l, ALT 12 IU/l, LD 200 IU/l, ALP 
318 IU/l, γ GTP 67 IU/l, CK 60 IU/l, T.chol 
113 mg/dl, HDL 35 mg/dl, TG 58 mg/dl, 血糖
123 mg/dl, HbA1c 5.7 ％
　染色体検査所見：46,XY,t（15;17）（q24;q21） 
1cell, 46,XY  11cells
　PCR 法 検 査 結 果：WT1; 250,000/ μ gRN, 
PML/RAR α ; 390,000/ μ gRN
　骨髄穿刺所見：骨髄芽球が 85.2％， Faggot
細胞をみた．骨髄過形成状態 , NCC, MgK につ
いては凝血したため測定できなかった．
　入院後経過：骨髄の染色体検査で t（15;17）







28 日 UST 投与を開始した．APL と UST によ
る易感染性からニューモシスチス肺炎の発症を
考慮し，UST と同時に ST（sulfamethoxazole/
写真１： 2017 年 3 月，UST投与前の下部消化器内
視鏡で観察した腸内腔．腸管内腔に出血
と潰瘍を認める．







３月５日に APL は寛解となった．３月 30 日
から現在まで ATRA による維持療法を行って





























休薬中で ATRA の吸収が悪く，UST 再投薬後
写真３： 2019 年 7 月，APL 寛解後の下部消化管内
視鏡．潰瘍の瘢痕化，軽度のびらんを認
める．

































































　本症例は，CD 治療中に治療中に APL を発









には ATRA の吸収が改善した．ATRA の血中
濃度は CD の病状が強いときに抑制されるとさ
れるため5，UST 投与による CD の活動性のコ
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